
【エクアドル経済：２０１７年２月】 

 

１ ２０１６年における国内自動車市場における各車両メーカーの販売シェア 

 ２月５日付当地紙エル・コメルシオは，２０１６年中の国内自動車市場における各車両メ 

ーカーの販売シェア等について概要以下のとおり報じた。 

（１） 特記事項として，KIA（韓国）が対前年比で販売シェアを４％拡大したこと，Great 

Wall（中国）が対前年比でランキング８位から５位に浮上したことが挙げられる。 

（２） CHEVROLET は，２８，３７５台を販売し，引き続きランキング１位を維持したが，

同社の販売シェアは，２０１５年の５１％から５％減少し，４６％となった。その主

な原因として，自動車の安全性に関する強制規格（国家規格院（ＩＮＥＮ）第０３４

号規格）に対応できなかったことによる主力モデルの組立終了が挙げられる。 

（３） バルデオン・エクアドル自動車企業協会（AEADE）事務局長によれば，２０１６年の

国内自動車セクターの販売台数は，対前年比で２２％減少し，最近１０年間で最低の

数値となったが（２０１５年：８１，３０９台→２０１６年：６３，５５５台），２

０１７年には約１４％の販売台数増加が見込まれているとのこと。 

（４） ２０１６年の国内自動車市場における販売ランキング上位５社は以下のとおり。 

        ２００７年   ２０１０年   ２０１１年   ２０１６年 

CHEVROLET ３６，１７４台 ５３，４２９台 ５０，１９５台 ２８，３７５台 

KIA     ２，８６７台 １０，９０８台 １２，３００台  ８，４８６台 

HYUNDAI   ９，９５１台 １７，２４１台  ９，６２９台  ４，９３０台 

TOYOTA    ７，８４８台  ８，７２２台  ６，４２５台  ２，９５１台 

GREAT WALL      ８台    ６７９台  １，６８８台  ２，７１７台 

 

２ ２０１７年１月におけるインフレ率 

２月７日付当地紙エル・コメルシオは，２０１７年１月のインフレ率が，２０００年のド 

ル化経済採用以来の最低値を記録した旨，概要以下のとおり報じた。 

（１）国家統計局によれば，２０１７年１月，エクアドルの月間インフレ率は，エクアドル

政府が２０００年にドル化政策を採用して以来の最低値となる０．９％を記録した。

インフレ率の下降は２０１６年第１四半期に始まっている。 

（２）アルベルト・アコスタ経済アナリストによれば，インフレ率の減少の主な原因は，国

民の収入が前年より減少したことによる消費の落ち込みであり，２０１６年末のイン

フレ率は１．１２％であったと述べた。一方，ニコラス・アコスタ・エクアドル・カ

トリカ大学経済学部教授は，２０１７年は経済の再活性化が見込めないため，インフ

レ率は引き続き低い値で推移するであろうと述べた。 

（３）ドル化経済が採用された２０００年以降のインフレ率推移（１月時点） 

２０００年 ７８．０７％ 

２００３年 １０．０９％ 



２００７年  ２．６８％ 

２０１１年  ３．１７％ 

２０１４年  ２．９２％ 

２０１７年  ０．９０％ 

 

３ エルサルバドルとの通商協定締結 

 ２月１３日，エクアドル貿易省は，エルサルバドルと通商協定を締結した旨のプレスリリ 

ースをＨＰに掲載した。同協定により，エクアドルから同国への２０７の輸出品目（５０の 

工業製品と１５７の農産品）が特恵関税の対象となる。 

 

４ 大型水力発電所建設計画の進捗状況 

 ２月２３日付当地紙エル・コメルシオは，エクアドル政府が進めている８つの大型水力発

電所建設計画の進捗状況について概要以下のとおり報じた。 

（１）エクアドル政府が２０１５年から２０１６年の間に完工を目指していた８つの大型水

力発電所計画のうち，３つが既に完工し，残りの５件については，工事が遅延しているか中

断している。８つの水力発電所の合計出力は２，８３２．４ＭＷであり，そのうち２０１５

年及び２０１６年に完工した３つの発電所の合計出力は，右数値の約７２％を占める。 

（２）各水力発電所建設計画の進捗状況は以下のとおり（２０１６年１２月時点の進捗率）。 

ア コカ・コード・シンクレア水力発電所（１，５００ＭＷ）：完工 

イ ソプラドーラ水力発電所（４８７ＭＷ）：完工 

ウ ミナス・サン・フランシスコ水力発電所（２７５ＭＷ）：９１．５％ 

エ トアチ・ピラトン水力発電所（２５４．４ＭＷ）：９４．２５％ 

オ デルシタニサグア水力発電所（１８０ＭＷ）：７０．４％ 

カ マンドゥリアク水力発電所（６５ＭＷ）：完工 

キ キホス水力発電所（５０ＭＷ）：４６．７２％ 

ク マサル・ドゥダス水力発電所（２１ＭＷ）：８６．５０％ 

（３）グラス副大統領は，既に完工した３つの水力発電所により，２０１６年中に５億９，

０００万ドルを節約することができたと述べ，８つ全ての水力発電所が稼働した暁には，年

間１１億から１３億ドルの節約になるであろうと述べた。 

 

５ エクアドルを含むラ米諸国に対する中国借款の現状 

 ２月２４日付当地紙エル・コメルシオは，エクアドルを含むラ米諸国に対する中国借款の

現状について概要以下のとおり報じた。 

（１）Inter-American Dialogue（米国）の年次報告書によれば，２０１６年中に中国がラ

米諸国に対して行った借款は，合計２１２億２，７００万ドルに達したとのことである。域

内の主な借款供与国は，ブラジル（１５０億ドル），ベネズエラ（２２億ドル），エクアド

ル（２２億ドル）であり，その対象分野は，エネルギーやインフラが中心である。上述の額

は，２０１５年中の借款額（２４６億ドル）を下回ったものの，引き続き年間２００億ドル



を超えている。中国によるラ米諸国に対する借款額は，世銀による同地域に対する借款額で

ある８２億ドルやＩＤＢによる借款額である１１６億ドルを超えている。２０１６年におい

ては，ラ米地域全体における中国による借款の９２％をブラジル，ベネズエラ及びエクアド

ルの３カ国が占めた。同３カ国は，いずれも経済が低迷しており，中国からの借款の重要性

は高い。 

（２）４番目に借款額が多かったのはボリビア（１５億ドル），５番目はジャマイカであっ

た（３億２，７００億ドル）。年次報告書では，多額の借款が中国から供与されていたアル

ゼンチンが２０１６年には全く供与されていない点について強調されている。 

（３）上述の中国による借款は，中国の２つの公的金融機関である中国開発銀行（CDB）と

中国輸出入銀行（EXIM BANK)を介して実施されている。 

 


